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福岡堰土地改良区　理事長　倉持　悦典

昨年10月の役員改選で理
事長に選任されました倉持
です。与えられた任期を精
一杯務めさせて頂きますの
で、どうぞよろしくお願い
いたします。
そして、各役員をはじめ

組合員の皆様には、日頃よ
り当改良区の各種事業につ

いて格段のご協力を頂き衷心より御礼申し上げます。
また、茨城県県南農林事務所をはじめ各関係機関の皆
様にも、格段のご支援を頂いておりますことに併せて
厚く御礼を申し上げます。
昨年の未曾有といわれる大震災により、当改良区管

内でも施設に関し多くの被災箇所が出ましたが、役員
はじめ管内建設業者各位の献身的な奮闘のおかげで県
内の改良区の中でもいち早く復旧ができ例年通りの作
付けと収穫ができ、幸いにも放射線にも汚染されるこ
となく無事出荷できました。
復旧に要した費用に関しても、関係機関のご協力に

よって、かなりの部分が補填されましたことに重ねて
感謝を申し上げます。
私たちに課せられた使命の第一は施設の維持管理で

すが、老朽化によるものは、ある程度想定の範囲で計
画補修が可能ですが、自然災害での破損は突発的です。
今年もすでに隣のつくば市北条では竜巻で甚大な被害
が出ています。私たちも、どのような災害にも即対処
できる準備をして油断することなく、役員と職員が一
丸となって務めていきます。
また、我々農業者の中で、特に大きな課題が後継者

問題です。今後の農業と農用地を誰が守っていくのか、
すでに管内の組合員からも、高齢化によって集落内の
用排水路の草刈等の維持管理が困難であるとのお話が
多数寄せられています。
農地を集積し大規模化して足腰の強い農業者の育成

が叫ばれ、行政も農業関係団体も努力して認定農業者
の数もそれなりに増えてはいますが、いまだ谷和原三
万石の次世代を託する担い手は育っていません。
この問題のネックになっている農地集積が進めば解

決の糸口が見えてくるのではないでしょうか。私は、
行政や他の農業団体よりも、土地改良区が農地の集積
をリードするのに適任だと考えています。なぜならば、
同じ水系で農業用排水を管理していること、そして基
盤整備事業等農地に関わる事業を組合員と共に進めて
きた歴史があるからです。
近い将来、福岡堰土地改良区がそのような面でも、

地域の農業に貢献できればという夢を持っています。
現在、福岡堰土地改良区管内の県営事業である経営

体育成基盤整備事業伊奈二期地区に関しては、今年度
で排水路はほぼ終了し農道整備を残すのみになりまし
た。この事業については、今年度藤代北部地区が新規
採択され、平成25年度着工予定になっています。また、
湛水防除事業や地盤沈下対策事業は、これまで通り進
めていきます。さらには経営体育成基盤整備事業は伊
奈三期地区や久賀３期地区・小貝東部３期地区の採択
も予定しておりますので、更なるご協力をお願いしま
す。
最後になりましたが、組合員の皆様そして各関係機

関の皆様のご健勝と更なるご発展をご祈念申し上げま
してご挨拶といたします。

本年度の定期人事異動に
より、県南農林事務所土地
改良部門へ赴任してまいり
ました西溪でございます。
どうぞよろしくお願いいた
します。
福岡堰土地改良区の皆様

には、日頃より農業農村整
備事業や茨城農業改革の推

進にあたりまして、格別のご支援とご協力を賜り誠に
ありがとうございます。紙面をお借りし厚くお礼申し
上げます。
また、昨年３月の東日本大震災にかかる災害復旧に

ご尽力頂きましたことに対し重ねてお礼申し上げます。

災害に関しましては、今年もまだ半年の間ではあり
ますが、３月にあった千葉県東方沖地震（震度４）や
５月の豪雨、つくば市を襲った竜巻等多くの被害をも
たらしています。被害を受けた地域の皆様には心から
お見舞い申し上げます。そのようななか福岡堰土地改
良区からは被災の報告が無かったので安堵しておりま
す。しかし、これから梅雨の長雨や台風の季節も控え
ています。まだまだ注意が必要です。気を抜くことは
出来ません。
土地改良区の大事な業務として、災害に備えるとい

うことがあります。干ばつに備え用水施設を整備し、
洪水に備え排水機場等排水施設を整備し良好な状態で
機能を発揮できるように維持管理することが求められ
ています。これは大変重要な役割であります。

茨城県県南農林事務所　土地改良部門長　西溪　一男
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茨城県では、これらの土地改良区の役割を支援する
とともに予算の確保に努め事業推進を図るため、平成
23年６月に「第７次土地改良５ヵ年計画～いばらき農
業農村整備プラン～」を策定しました。推進施策とし
て、①農業生産を支える基盤づくり（水田・畑の基盤
整備）、②地域の資源である農業水利施設の適切な保
全管理（施設の長寿命化対策（基幹水利施設ストック
マネジメント事業）や災害の防止）、③地域ぐるみで
取り組む魅力ある農村づくり（農地・水保全管理支払
交付金や農業集落排水）の３つの柱を建てまして土地
改良区の皆様と共に農業農村整備事業の推進に努めて
参りたいと思っております。
特にふたつ目の柱である農業水利施設の適切な保全

管理については、「いばらき農業水利施設機能保全推
進計画」を定めました。年々増える傾向にある更新時
期を向かえる農業水利施設について計画的、効率的な
補修・更新を行うことにより施設の長寿命化とライフ
サイクルコストの縮減を図ることとしております。そ
のため各農業水利施設の機能診断と保全計画の策定を

予定しております。その策定に関しては県南農林事務
所土地改良部門が担当しますので皆様のご協力をお願
いいたします。
現在福岡堰土地改良区の区域のなかで、県営事業と

して経営体育成基盤整備事業伊奈二期地区、湛水防除
事業久賀２期地区、地盤沈下対策事業福岡堰４期地区、
小貝東部２期地区を実施中でありますが、今後経営体
育成基盤整備事業藤代北部地区の新規採択や、伊奈三
期地区及び久賀３期地区さらに小貝東部３期地区の採
択も予定しております。
これからますます福岡堰土地改良区の皆様のご協

力・ご支援が必要となってきますのでよろしくお願い
いたします。我々県南農林事務所土地改良部門として
もこれらの土地改良事業を通じ地域の発展のため努力
してまいる所存であります。
最後になりましたが、福岡堰土地改良区の皆様のご

健勝と更なるご発展をご祈念申し上げましてご挨拶と
いたします。

茨城県土地改良事業団体連合会　県南事業所長　小田木　貞夫

４月の定期異動によりま
して、土地改良事業団体連
合会県南事業所に赴任いた
しました小田木でございま
す。どうぞよろしくお願い
いたします。
福岡堰土地改良区の皆様

方には、常日頃より農業農
村整備事業の推進はもとよ

り、本会の業務運営に対しまして特段のご支援、ご協
力を賜り紙面をお借りして厚く御礼申し上げます。
昨年度は、東日本大震災による農地及び農業施設等

への被害の対応につきましても、多大なるご尽力を賜
り重ねてありがとうございます。
さて、昨今の農業情勢は、農業者の減少や高齢化、

農産物価格の低迷や耕作放棄地の増大など厳しい状況
が続いている中、ＴＰＰの行く末、原発事故による風
評被害に喘ぐ中での電気料金値上げ等々、昨年来から
農業農村を取り巻く環境は激変しております。
電気料金値上げ反対の要請につきましては、去る３

月９日に関係土地改良区理事長様の署名を預かりまし
て県南地域を代表し、土浦管内連絡協議会長を始め３
名の皆様のご出席を頂き、東京電力株式会社茨城支店
に要請書を提出しました。
その回答として３月19日に「ご指摘、ご要請を真摯

に受け止め、今後徹底した企業合理化を行うものとす
るが、燃料費等の大幅な負担増等により自由化部門全
てのお客様に４月１日から適用をお願いしている」と

いった内容でございました。
現在、当連合会としましても電気料金の値上げに伴

い、低圧受電も含めた土地改良区の維持管理費に及ぼ
す影響調査を実施しているところでございます。
なお、電気料金はもとより用排水機場や樋門、水路

などの農業水利施設は、農業生産活動を支えるだけで
なく、洪水被害防止や生物多様性の保全、農村景観形
成などの多面的機能を有する公共性の高い財産であり
ますので、行政や団体、地域が一体となって適切な保
全管理体制を築いていかなくてはなりません。
こうした中、茨城県農林水産部農地局において平成

23年策定の第７次土地改良５カ年計画の３施策の一つ
に「地域の資源である農業水利施設の適正な保全管理」
を位置付けし農業水利施設の長寿命化対策と保全管理
を積極的に取り組むこととしております。
東日本大震災を経験したことによる農業水利施設の

重要性を改めて認識し、中長期的な視点での農業水利
施設の保全管理方針を明確化するため本年３月に『い
ばらき農業水利施設保全推進計画』を定め、保全管理
体制の強化により、未来につながる魅力ある"いばら
きの農業農村"づくりを目指すこととなりました。
これらの推進計画の実現に向けて、当連合会としま

しても全力を挙げてお手伝いをして参りたいと考えて
おりますので、皆様方には、なお一層のご支援、ご協
力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
結びに、貴土地改良区の益々のご発展と組合員の皆

様方のご健勝をご祈念申し上げまして挨拶とさせてい
ただきます。

電気料金と農業水利施設の保全推進計画について
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福岡堰土地改良区の総代の任期満了に伴う総選
挙が、つくばみらい市選挙管理委員会の管理のも
とに各選挙区において執行され、次の方々が当選
し、平成23年 9 月28日から就任され、任期 4 年間
当土地改良区の発展のため、御尽力を頂くことに
なりました。
又、役員の任期満了に伴う総選挙が平成23年10

月13日開催の臨時総代会にて執行され、次の方々
が当選し、平成23年10月25日から就任されました。

｛総代60名｝
第１区　つくばみらい市福岡地区

飯野　喬一　　石塚　秀敏　　飯泉　　正
飯泉　秀夫

第２区　つくばみらい市十和地区

野村　健一　　中澤　　淳　　飯塚　　清
細田　良政　　関　　昭市　　渡邊　　操
鈴木　　亨　　小菅　新一

第３区　つくばみらい市谷原地区

鈴木　敏市　　古谷　道男　　鈴木　　實
土田　武利　　水越　賢一　　土信田孝夫
伊東　勝男　　風見　　登　　中村　文夫

第４区　つくばみらい市豊地区

竹内　　正　　稲葉　竹男　　中村　繁夫
澁谷　正信　　石引　　有　　登坂　　弘

第５区　つくばみらい市谷井田地区

松村　英雄　　海老原敦世　　関本　悦男
倉持　敏雄　　宮本　清貴

第６区　つくばみらい市三島地区

鈴木喜代志　　冨澤　益実　　寺田　　操
倉持　悦典　　中山　悦克　　吉原　　稔

第７区　つくばみらい市東地区

山田　　治　　廣瀬　常次　　和泉　忠言

第８区　つくばみらい市小張地区

宮城　春雄　　宮田一日出　　坂本　文男
大山　　繁　　飯村　義男

第９区　つくばみらい市板橋地区

島田　盛一　　中山　和彦　　原信田　榮

第１０区　取手市久賀地区

大林　　博　　猪瀬　　茂　　内藤　　榮
飯島　　忠　　飯島　　進　　大久保　衛

第１１区　常総市川又地区

山本　新平

第１２区　常総市大生地区

須藤　　剛　　杉山　　昇　　小倉　明治

第１３区　常総市五箇地区

朝川　　剛

｛役員19名｝
理 事 長 倉持　悦典

副理事長 伊東　勝男

副理事長 大久保　衛

理　　事

宮田一日出　　竹内　　正　　中村　繁夫
小菅　新一　　岡田　久雄　　島田　盛一
鈴木　亮寛　　鈴木喜代志　　廣瀬　常次
海老原敦世　　鈴木　敏市　　飯塚　　清
飯野　喬一　　　　　　　　　　（席次順）

総括監事

風見　　登

総括監事職務代理者

松村　英雄

監事

大山　　繁
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平成23年10月13日(木)、当土地改良区事務所会議室において、臨時総代会が
開催され、つくばみらい市谷原地区の古谷 道男総代を議長に選出し、次の議
案について審議し、全議案原案通り承認及び可決決定されました。

第 １ 号議案　福岡堰土地改良区総代席次決定について
第 ２ 号議案　福岡堰土地改良区役員総選挙執行について
第 ３ 号議案　平成２２年度福岡堰土地改良区事業報告の承認について
第 ４ 号議案　平成２２年度福岡堰土地改良区財産目録の承認について
第 ５ 号議案　平成２２年度福岡堰土地改良区会計収入支出決算の承認について
（ア）一般会計
（イ）常勤役職員退職給与積立金特別会計
（ウ）地区除外決済金特別会計
（エ）地区除外決済金積立金特別会計
（オ）備品費及び財産費引当積立金特別会計
（カ）県単土地改良かんがい排水事業特別会計
（キ）農山漁村活性化プロジェクト支援交付金事業特別会計
（ク）県単土地改良かんがい排水事業福岡堰地区特別会計

第 ６ 号議案　平成２３年度土地改良施設維持管理適正化事業の施行について
第 ７ 号議案　平成２３年度戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業の施行について
第 ８ 号議案　平成２３年度福岡堰土地改良区会計収入支出補正予算(案)の議決について
（ア）一般会計
（キ）戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業特別会計

平成24年３月23日(金)、当土地改良区事務所会議室において、通常総代会
が開催され、つくばみらい市小張地区の宮城 春雄総代を議長に選出し、次
の議案について審議し、全議案原案通り承認及び可決決定されました。

第 ９ 号議案　福岡堰土地改良区土地改良施設の交換に係る契約締結について
第１０号議案　平成２３年度戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業施行議決中、一部変更について
第１１号議案　平成２３年度福岡堰土地改良区会計収入支出補正予算(案)の議決について
（ア）一般会計
（イ）常勤役職員退職給与積立金特別会計
（ウ）地区除外決済金特別会計
（エ）地区除外決済金積立金特別会計
（カ）戦略作物生産拡大関連基盤緊急整備事業特別会計

第１２号議案　平成２４年度組合費賦課率及び徴収方法の議決について
第１３号議案　平成２４年度農業体質強化基盤整備促進事業の施行について
第１４号議案　福岡堰土地改良区地区除外決済金積立金の運用処分について
第１５号議案　平成２４年度福岡堰土地改良区会計収入支出予算(案)の議決について
（ア）一般会計
（イ）常勤役職員退職給与積立金特別会計
（ウ）地区除外決済金特別会計
（エ）地区除外決済金積立金特別会計
（オ）備品費及び財産費引当積立金特別会計
（カ）農業体質強化基盤整備促進事業特別会計

第１６号議案　平成２４年度予算内一時借入金限度額の議決について
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平成23年10月13日(木)開催の臨時総代会において承認を得ました、平成22年度財産目録及び会計収入支出決算は
次の通りです。

資　　　　　産 負　　　　　債
流　動　資　産 ４８，１８０，８４６ 長　期　負　債 ５６，３２０，０００
特　定　資　産 ６６８，１７５，４４１ 短　期　負　債 ６６７，９２５，４４１
固　定　資　産 １８７，０２３，４１６

計 ９０３，３７９，７０３ 計 ７２４，２４５，４４１

差引残額　４０，９８７，２２６円は、平成２３年度へ繰越

会　　計　　別 収入決算額 支出決算額 差引残額 摘　　要

６９，３４４，３９７ ０ ６９，３４４，３９７ 平成23年度へ繰越

１３，７５３，０５４ １３，７５３，０５４ ０

４１９，６８５，８５６ ６１，２４７，８７５ ３５８，４３７，９８１ 平成23年度へ繰越

２４０，１４３，０６３ ０ ２４０，１４３，０６３ 平成23年度へ繰越

５５，８８７，６２１ ５５，８８７，６２１ ０

２６，９６８，５５５ ２６，９６８，５５５ ０

１，９８７，６５０ １，９８７，６５０ ０

計 ８２７，７７０，１９６ １５９，８４４，７５５６６７，９２５，４４１

（イ）常勤役職員退職
給 与 積 立 金

（ウ）地 区 除 外
決 　 済 　 金

（エ）地 区 除 外
決済金積立金

（オ）備品費及び財産費
引 当 積 立 金

（カ）県単土地改良
かんがい排水事業

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

（キ）農山漁村活性化プロジェ
クト支援交付金事業

財　　産　　目　　録

会 計 収 入 支 出 決 算

収　　　　　入 支　　　　　出
款 金　　額 款 金　　額

１．組　　合　　費 ２１１，８５６，３６０ １．事　　務　　費 ８７，４１５，４４３
２．財　産　収　入 １３１，７５０ ２．維 持 管 理 費 ３７，４０３，３８８
３．補助金及び交付金 ２８，４２７，０００ ３．事　　業　　費 １１４，８７１，７３０
４．負担金及び寄付金 ４６，３９８，５３９ ４．財　　産　　費 ６，１９６，０９５
５．雑　　収　　入 ７，２０３，９４５ ５．借　　入　　費 ２９，２８６，４００
６．借　　入　　金 ０ ６．負担金繰出金 ６１，８９４，０９０
７．繰　　入　　金 ６０，０２４，８３６ ７．諸　　　　　費 ８，１０２，１０１
８．換地精算交付金 １５５，６２８，６３６ ８．換地精算徴収金 １５５，６２８，６３６
９．繰　　越　　金 ３２，１１４，０４３ ９．予　　備　　費 ０

計 ５４１，７８５，１０９ 計 ５００，７９７，８８３

（ク）県単土地改良かんがい
排水事業福岡堰地区

収　入 支　出
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収　　　　　入 支　　　　　出
款 金　　額 款 金　　額

１．組　　合　　費 ２０６，９２９，０００ １．事　　務　　費 ９２，９５７，０００
２．財　産　収　入 １２１，０００ ２．維 持 管 理 費 ３４，４８３，０００
３．補助金及び交付金 ２０，４６５，０００ ３．事　　業　　費 ９３，２７９，０００
４．負担金及び寄付金 ３９，６５４，０００ ４．財　　産　　費 ５，０００，０００
５．雑　　収　　入 １，３３０，０００ ５．借　　入　　費 ２８，１６１，０００
６．繰　　入　　金 ４５，０３１，０００ ６．負担金繰出金 ５７，５１２，０００
７．繰　　越　　金 １０，０００，０００ ７．諸　　　　　費 ６，５０１，０００

８．予　　備　　費 ５，６３７，０００
計 ３２３，５３０，０００ 計 ３２３，５３０，０００

会　　　　　計　　　　　別 収入予算額 支出予算額

（イ）常 勤 役 職 員 退 職 給 与 積 立 金 ８１，４９４，０００ ８１，４９４，０００

（ウ）地　　区　　除　　外　　決　　済　　金 ３，８１２，０００ ３，８１２，０００

（エ）地 区 除 外 決 済 金 積 立 金 ３１３，１１１，０００ ３１３，１１１，０００

（オ）備 品 費 及 び 財 産 費 引 当 積 立 金 ２４０，２７０，０００ ２４０，２７０，０００

（カ）農 業 体 質 強 化 基 盤 整 備 促 進 事 業 ６２，４０１，０００ ６２，４０１，０００

計 ７０１，０８８，０００ ７０１，０８８，０００

（単位：円）

（単位：円）

一般会計収支共
３２３，５３０，０００円也

特別会計収支共
７０１，０８８，０００円也

資　金　使　途 当初借入額 借入元金残高 償　還　期　限

県営久賀地区かんぱい １４０，８００，０００ ２８，１６０，０００ 平成２５年２月

平成24年５月３１日　現在

円 円

収　入 支　出
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毎年５月に組合費通知書を発行しておりますが、面
積・組合員名に相違あるという連絡が多くあります。
耕作地の移動又は組合員名に変更がある場合は、土地
改良法により、本人が土地改良区へ届け出ることになっ
ておりますので、必ず届け出るようお願い致します。

組合費の納付につきましては、市役所窓口での納付
ができません。又、金融機関での振込納付の手数料は、
組合員さんご本人に負担して頂くことになりますので、
是非、口座振替納付をご利用下さい。
手続きは簡単で、口座振替手数料の負担もありませ

んので、より多くの皆様からのお申し込みをお待ちし
ております。

毎年お願いをしているところですが、用排水路へのごみの不法投棄が
一向に減らず、下流の用排水の通水に支障をきたしています。
回収されるごみは、缶・びん・ペットボトル・家庭ごみ・汚物・自動
車のドア部品など多岐に亘ります。中には農業用ビニール・野菜・果物
等の農作物も含まれており、周りへの迷惑を承知で投棄する心ない行為
に非常に悲しく残念に思います。これらの処理には毎年多大な経費を要
しており、組合員の皆様から納めて頂いている賦課金を充用している状
況です。この現状にご理解頂き、ごみに対する意識を高め、絶対にごみ
を捨てない、捨てさせないように皆さんのご協力をお願い致します。
又、各集落のごみ集積場は、用排水路から離れた敷地へ設置して下さ
るようお願い致します。ごみが散乱し、用排水路へ流れることがありま
すので、ご協力の程重ねてお願いを致します。

“ゴミは必ず集積場へ”“誰もがみんな監視員”

▼ごみの投棄から水路を守ろう

当土地改良区管内には多数の用排水路があり、円滑な用水かんがい
と水田排水を計るべく、毎年２回の藻刈り及び堤塘の草刈りを組合員
皆様のご協力により実施しておりますが、用排水の通水を妨げないよ
う、刈り取りに当たっては、水路内への草の落下に充分注意して頂き、
落ちた場合には取り除いて頂くようご協力をお願い致します。
又、刈り払い機による草刈り作業が多くなっておりますので、事故

等にはお互いに充分注意して執行されますようお願い致します。万一、
事故が発生したり、ケガをされた場合には、当土地改良区にて傷害保
険に加入しておりますのでご連絡ください。
尚、本年は第１回目が６月３日(日)に実施し、第２回目は７月22日

(日)に予定されておりますので、ご協力の程重ねてお願い致します。

▼管内用排水路の藻刈り及び堤塘草刈りについて

水難事故ゼロへ　ご協力を

用水かんがいの時期は水路に常時通水しており、水深も深く、流れも速い状態です。危険ですので水難事故にご
注意下さい。特に子供たちの水遊びによる事故が懸念されます。ネットフェンス等の安全施設は設置してあります
が、子供たちを水難事故から守る為、ご家族に止まらず地域の皆様も一人ひとりが注意をしあい、「遊ばない」「遊
ばせない」「近寄らない」を合い言葉に子供たちが水路の近くで遊ばないようご協力をお願い致します。

お 知 ら せ
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農地を農地以外のものに転用するときには、あらかじ
め土地改良区に地区除外の申請をして下さい。土地改良
区では、その土地を転用することにより、付近の他の農
地に被害がないかどうかを検討した後に土地改良区の意
見書等を交付します。その際に地区除外決済金等を納め
て頂きますが、これは土地改良法で義務づけられており、
その土地を地区除外することにより、残された農地が将
来加重な負担にならないようにするためのものです。公
共事業用地として買収又は寄付した土地も同様に決済金
等を納めて頂くことになりますので、事業主体（買収者）
が手続きをするように充分に話し合いをして下さい。手
続きをしないと賦課することになりますので、注意して
下さるようお願い致します。

福岡堰土地改良区の区域内には、大小の用排水路が
あります。このうち排水路に浄化槽を通して雑排水等
を放流しようとする場合には、土地改良区の承認が必
要です。本来、排水路は農業排水が目的であり、各家
庭、事業所等から出る排水は、公共下水等で処理され
ることになっておりますが、その設備が無く、やむを
得ず排水路への放流が必要な場合は、農作物に対する
影響等を検討し、水質基準等を定め、認めております。
土地改良区の排水路へ浄化槽を通して雑排水等を放流
するときは、必ず事前に承認を受けてから放流して下
さい。

福岡堰土地改良区管内の用排水施設、交通安全施設（ネットフェンス等）
が、毎年、交通事故等による施設破損件数増加の傾向にあります。
又、当事者が分からず、組合員の皆様から納入して頂いている賦課金を、
充用することになってしまう復旧工事件数も、同様に増加の傾向にあります。
交通事故等により施設を破損された方、破損事故を目撃された方は、必ず
当土地改良区へ連絡して下さるようお願い致します。
尚、破損した施設の復旧工事に要する費用は、対物損害賠償責任保険を適
用することが出来ますから、加入している保険会社等を連絡して頂ければ、
当土地改良区が現地調査の上、保険会社等へ請求し、復旧工事を施工いたし
ますので、ご協力をお願い致します。
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お世話になりました

青嶋　武巳氏 退職

昭和45年３月１日付にて就職して以来、約42年間に
亘り本土地改良区のために活躍されましたが、平成24
年３月31日付を以て定年退職されました。永い間、ご
苦労様でした。

お世話になります

大藤　誠樹 25歳　出身地　つくばみらい市南

平成24年４月１日付、工務管理課に勤務しておりま
す。宜しくお願い致します。

管内には、用水の不足を補うための機場が数多く設置されています。この機場はあくまで用水の補給としての施設で
ありますので、かんがい前や降雨の場合等は運転を停止し、節電のためにもこまめな運転管理をお願いします。


